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研究成果の概要（和文）：近年、大学連携教育が盛んに実施されている。その教育手法の一つとして、大学間で共用e
ラーニングを行う試みもなされているが、その問題点に関してはあまり明らかにされていない。本研究では医学系大学
院３大学において運用した大学連携共用eラーニングの学習ログ分析を行った。この結果から学習者の受講時間帯を明
らかにすするともに、講義を選択の基準、また学習コンテンツの視聴順序を明らかにした。本研究結果は今後の大学間
共用eラーニングにおける、コンテンツの整備、システム設計などに活かすことの出来る知見を得ることが出来た。

研究成果の概要（英文）：Recently, university collaborative educations are explored. There is the use of 
e-learning system as education methods, however, its issues are not known in general as building system 
and its managements. In this study, we analyzed study data stored in e-learning system between three 
universities on medical division. By analyzing, we make clear learning trend times, and also clarity 
choosing trend lectures. Those results show how to make e-learning contents and how to build system 
efficiency.
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１．研究開始当初の背景 
 特色や環境の異なる複数の大学が協調して
相互の関係を自律的に調整して教育効果の
有効性を向上させる大学間連携教育プロジ
ェクトが増えている。このような大学間連携
教育手法の一つとして、大学間で共用 eラー
ニングを教育に活用する試みがなされてい
る。小田によって提案されたプログラムジュ
ークボックス型 e ラーニング(以下、PJ 型 e
ラーニング)は拡張性と自由度の二律背反を
満たすことを目的とした eラーニングであり、
学生、教員、大学のそれぞれにとってメッリ
トがある仕組みとなっており、3 大学間の共
用 eラーニングとして運用された。概ね 3大
学間連携教育おいて PJ型 eラーニングは有
効に機能したと考えられているが、大規模大
学間連携教育の環境において十分に耐えう
る自由度と拡張性を持つかは明らかにされ
ていない。また、どの程度の規模の大学間連
携教育まで、有効に機能するかにという、大
学間連携の限定規模の予想は今までになさ
れていない。今後、大学間連携教育おいて e
ラーニングの利活用は広がっていくと考え
られ、この PJ 型 eラーニングのメリットを
より多く享受するために解決するべき問題
を明らかにして、その改善モデルを提案する
ことは大変有意義なものであると考える。 
 
２．研究の目的 
当初、PJ型 eラーニングを利用した大学間
連携教育がどの程度の連携大学数までが有
効に機能するかにということは、PJ 型 e ラ
ーニングの大学間連携の限定規模を明らか
にするということである。しかし、実運用シ
ステムにおいて連携大学を増やしていくこ
とは、現実に難しいため、シミュレーション
により明らかにすることを試みた。そのため
研究段階は 2 つのフェーズに分かれており、
次のように実施することとした。 
 

(1) 学生の視聴行動を解析して、視聴パター
ンの抽出する 

(2) それをもとにエージェントを作成して、
マルチエージェントシュミレーション
（以下、MAS）を実施する 

 
MAS は多数の人間から成る社会を自然に
表現でき、人や組織の多様性・異質性の連鎖
をシミュレーション計算する適性があると
されているため、多数の人・組織の視聴行動
などにより、製作される限定規模の条件を 
シミュレーションする本研究において適切
な解析手法であると考えていた。しかしなが
ら、当初想定した以上に、学生の視聴行動は
複雑であり、MAS 実験に必要となるエージ
ェントの視聴パターンの抽出は研究期間が

限られており、十分に実施できなかった。ま
た、データの取得を以前の視聴データを利用
するレトロスペクティブの研究デザインで
解析を行ったため、エージェント設計に必要
な主要データが未取得・欠損していた。この
ため、実データからシミュレーション設計に
必要となるとエージェント設計が困難であ
った。 
 
３．研究の方法 
本研究では、解析対象としたデータは、

2010年度における 3大学共用 PJ型 eラーニ
ング・システムの聴講履歴である。この時の
講義の整備状況は、解析対象とした共通科目
64講義タイトルの内、同一タイトルの講義が
3 大学から 29 講義、2 大学から 27 講義、1
大学から 8講義が提供されていた。この視聴
履歴データから受講者の聴講日時および聴
講している講義とその受講順序について、受
講者が所属大学している別の分析を行った。 
 
４．研究成果 
(1) 学習者の受講時間帯を明らかにした 
平日は夕方から真夜中まで、土日祝日は昼
間に中心的に聴講がなされていた。さらに学
習録に記録されている IP アドレスから特に
学外と学内からのアクセスを分けて分析を
行ったところ、学内からの聴講は平日の昼休
みと思われる時間と 17 時前後の時間に集中
していた。また数としては少ないが学内で真
夜中に視聴しているケースがあり、当直など
の時間帯に視聴している可能性が示唆され
た。学外からは平日の夜から真夜中および土
日祝日に視聴が集中していた。このことから、
本 eラーニングは社会人学生が中心である医
療系大学院生が受講対象者であることが、こ
のような視聴行動につながったと思われる。
先行研究などにおいて示された学部学生な
どの eラーニング学習時間帯と大きく異なる
結果であり、今後さらに詳細な解析と検討が
必要であると思われる。 
 
(2) 講義を選択の基準を明らかにした。 
同一タイトルの講義を 2つ以上聴講してい
たのは 23.8% (64 名 )であり、そのうち
32%(22名)は 3つ以上の同一タイトルの講義
を聴講していた。聴講者が所属する大学の講
義聴講を優先する傾向があり、所属大学の講
義がない場合にはその分野で著名な講師の
講義を優先的に聴講しているという結果を
得た。職種・専攻によってどのような講義の
視聴を選択しているのかについては今後の
検討課題である。 
 
(3) 学習者の学習コンテンツの視聴順序を明
らかにした 



ほとんどの学習者は系統立てられたコン
テンツの順序で視聴していた。また難解と思
われるコンテンツについては繰り返し視聴
している傾向が示された。一望の講義につい
ては単位の取得を目的としない視聴行動を
行っているケースについても検知した。さら
に視聴者を大学毎のグループに分けて分析
を行った結果、それぞれの大学における eラ
ーニングの試聴の仕方に大きな特徴がある
ことも明らかになった。選択科目の単位とし
て視聴が多くなされている大学と、コースの
必修科目として視聴している大学とは視聴
順に違いが見られた。本研究では学生が選択
科目として視聴しているのか、必修科目とし
て視聴しているかについての情報が無かっ
たため、これ以上の分析は出来なかった。し
かし、貴重な実運用システムの視聴履歴デー
タであるため、現在のデータでどこまで解析
出来るについては今後も検討していくこと
も必要であると考えている。 

 
これらの本研究結果は本学が中心となり
運用した 3大学連携共用 eラーニングの学習
ログを分析して得た結果であり、同様の取り
組みが本結果と一致する一般化可能性につ
いては、他の取り組みに関して分析を行って
比較を行っていく必要がある。本研究結果に
関して現在論文作成を行っており、近日中に
学術論文誌に投稿を行う予定である。 
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